
隊員の説明を真剣に聞く生徒達

興味ある海上自衛隊の仕事を体験できて感激
当
日
は
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
か
ら
始
ま
り
、
横
須
賀
地
方
総
監
部
で
部
隊
の
任
務
等

中
学
校
の
職
場
体
験
学
習
を
支
援
し
た
。

１
月
２
４
日
（
木
）、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地
方
総
監
部
で
実
施
さ
れ
た
横
浜
市
内
の

の
説
明
を
聞
い
た
後
、
タ
グ
ボ
ー
ト
に
よ
る
港
内
見
学
を
実
施
し
た
。

寒
風
吹
き
荒
れ
る
船
上
で
は
あ
っ
た
が
、
生
徒
達
は
海
か
ら
見
る
護
衛
艦
は
初
め

て
で
、
護
衛
艦
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
。

次
に
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
体
験
喫
食
で
は
ス
テ
ー
キ
が
出
て
き
て
、
そ
の
肉
の

分
厚
さ
に
驚
く
と
と
も
に
「
と
て
も
美
味
し
い
」
と
の
声
が
出
て
い
た
。

午
後
の
護
衛
艦
「
お
お
な
み
」
の
艦
内
見
学
で
は
、
ま
ず
居
住
空
間
見
学
で
三
段

内
の
生
活
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。

次
の
防
火
衣
の
着
用
で
は
、
初
め
て
の
試
着
に
難
儀
し
て
い
た
が
、
説
明
す
る
隊

員
へ
「
着
る
の
に
普
通
は
、
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が
か
か
る
の
で
す
か
」
と
聞
き
な

が
ら
、
何
と
か
全
員
が
着
用
出
来
て
、「
実
際
に
消
火
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」

と
の
質
問
も
飛
び
出
し
た
。

艦
橋
見
学
で
は
、
艦
長
席
に
座
ら
せ
て
も
ら
い
、
ご
満
悦
な
生
徒
の
様
子
が
印
象

的
だ
っ
た
。
更
に
は
ロ
ー
プ
訓
練
、
手
旗
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
体
験
と
続
き
、
ラ
ッ
パ
は

実
際
に
吹
か
し
て
も
ら
っ
た
が
音
が
な
か
な
か
出
ず
、
吹
奏
の
難
し
さ
を
実
感
し
て

い
た
。

上
大
岡
募
集
案
内
所
は
、「
今
後
も
学
校
へ
の
自
衛
隊
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
う
と

集
成
果
に
繋
い
で
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

と
も
に
、
学
校
教
育
の
目
的
達
成
に
寄
与
し
、
自
衛
隊
へ
の
理
解
促
進
を
図
り
、
募

ベ
ッ
ド
を
見
る
と
「
寝
る
順
番
は
上
か
ら
偉
い
順
で
す
か
」
と
の
質
問
が
あ
り
、
艦

アンケート調査では「志願したい」との声も

将来設計教育で海自隊員に即自等志願をＰＲ
等
の
制
度
説
明
を
行
い
、
予
備
自
衛
官
・
即
応
予
備
自
衛
官
へ
の
積
極
的
な
志
願
を
呼
び
か
け

計
教
育
（
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
設
計
教
育
）」
に
お
い
て
、
海
自
隊
員
に
対
す
る
予
備
自
衛
官

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
上
大
岡
募
集
案
内
所
（
所
長　

平
原
１
陸
尉
）
は

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

１
等
海
佐　

兼
本　

貢
祐
）
は
、
１
月
２
２
日

（
火
）、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地
方
総
監
部
で
実
施
さ
れ
た
「
平
成
３
０
年
度
任
期
制
士
将
来
設

た
。本

教
育
は
、
主
と
し
て
１
等
海
士
を
対
象
と
し
、
近
い
将
来
設
計
の
た
め
に
必
要
な
知
識
を

付
与
す
る
と
と
も
に
自
己
の
在
り

方
の
確
立
と
能
力
開
発
を
図
る
動

機
付
け
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ

艦
艇
か
ら
集
合
し
た
隊
員
５
０
名

が
参
加
し
た
。

当
日
は
、
予
備
自
衛
官
・
即
応

予
備
自
衛
官
の
処
遇
や
訓
練
内
容

等
に
つ
い
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ス
ラ
イ
ド

を
使
用
し
て
紹
介
し
た
。
特
に
、

即
応
予
備
自
衛
官
に
つ
い
て
は
、

陸
上
予
備
自
衛
官
を
経
る
こ
と
に

よ
り
海
上
自
衛
官
で
も
志
願
が
出

て
い
る
元
海
上
自
衛
官
の
即
応
予

来
る
こ
と
な
ど
、
実
際
に
活
躍
し

て
お
り
、
今
回
は
管
内
の
部
隊
や

最
後
に
感
想
を
聞
く
と
「
以
前
か
ら
興
味
が
あ
っ
た
海
上
自
衛
隊
の
仕
事
を
し
て

そ
う
に
話
し
て
く
れ
た
。

い
る
様
子
や
艦
内
の
見
学
、
ロ
ー
プ
訓
練
等
が
出
来
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
、
満
足

備
自
衛
官
を
例
示
し
て
説
明
し
た
。

ま
た
、
昨
年
１
０
月
に
は
予
備

よ
り
欠
勤
し
た
場
合
の
雇
用
企
業

れ
る
な
ど
、
様
々
な
制
度
改
正
が

に
対
す
る
給
付
金
制
度
が
新
設
さ

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

教
育
後
に
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
「
予
備
自
衛
官
・
即
応
予
備
自
衛
官
に
志
願

し
た
い
」「
予
備
自
衛
官
等
の
訓
練
を
見
学
し
て
み
た
い
」
な
ど
積
極
的
な
声
も
聞
か
れ
た
。

を
離
れ
る
と
き
が
や
っ
て
く
る
。
退
職
後
も
予
備
自
衛
官
等
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
在

神
奈
川
地
本
は
、「
任
期
満
了
、
依
願
、
定
年
な
ど
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
誰
し
も
自
衛
隊

職
中
に
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
頂
き
た
い
。
制
度
に
つ
い
て
詳

し
く
知
り
た
い
方
は
、
気
軽
に
地
方
協
力
本
部
に
相
談
し
て
欲
し
い
。」
と
し
て
い
る
。

自
衛
官
・
即
応
予
備
自
衛
官
の
志

願
年
齢
拡
大
や
災
害
招
集
等
に
応

じ
た
場
合
や
公
務
上
の
負
傷
等
に


